
9.28●日
入場無料

第12回島根県民文化祭

みんなちがって、みんないい。
－金子みすゞさんのうれしいまなざし－
※手話通訳・要約筆記あり

島根県立男女共同参画センター「あすてらす」ホール
10：30～12：00【受付9：30～】

講演会

演 題

講 師

主催／島根県文芸協会・島根県・島根県文化団体連合会　共催／大田市・大田市教育委員会・大田市文化協会・公益財団法人しまね文化振興財団
問い合わせ先／島根県環境生活部文化国際課文化振興室　TEL：0852-22-5877

島根県民文化祭ホームページ／http://www.pref.shimane.lg.jp/life/bunka/shinkou/bunkasai/2014bunkasai/

矢崎 節夫氏（児童文学作家、童謡詩人）

写真提供：金子みすゞ著作保存会

1947年、東京生まれ。早稲田大学文学部卒業。大学在学中より童謡・童話の世界を志し、童謡詩人佐藤義美、まど・みちおに師
事。1982年、童話集『ほしとそらのしたで』（フレーベル館）で、第12回赤い鳥文学賞を受賞する。
自身の創作活動の傍ら、学生時代に出会った一編の詩に衝撃を受け、その作者である童謡詩人金子みすゞの作品を探し続ける。16
年ののち、ついに埋もれていた遺稿を見つけ『金子みすゞ全集』（JULA出版局）として世に出し、以後その作品集の編集・出版に携
わっている。特に、長年の努力の集積として執筆した『童謡詩人金子みすゞの生涯』（JULA出版局）においては、1993年、日本児
童文学学会賞を受賞している。
近年は、全国各地で講演を行い、金子みすゞの甦りを多くの人々に伝える。呼びかけにより、ネパールにみすゞの名前を冠した小学
校が建設されるなど、その活動は多岐に広がり実を結びつつある。
2003年4月、金子みすゞ記念館（山口県長門市）の館長に就任。2014年、第13回童謡文化賞を受賞。

会 場
時 間

※『部門別交流会』については、裏面をご覧ください。

※駐車場は台数に限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

しまね文芸
フェスタ

 2014



部 門別 交 流 会
【短　歌】第52回島根県総合短歌大会
〔会　　場〕あすてらす　研修室3・4
〔時　　間〕13：00～16：30
〔募集作品〕自作未発表作品　一人一首
〔出詠締切〕7月25日（金）
〔出 詠 料〕1,000円
〔送 付 先〕〒699-2304 大田市仁摩町馬路1546-6
　　　　　　向田忠行 あて　TEL（0854）88-3261

【俳　句】しまね文芸フェスタ2014俳句会
〔会　　場〕あすてらす　研修室1・2
〔時　　間〕13：30～16：30（投句締切13：00）
〔投 句 数〕3句　当季雑詠
〔参 加 費〕500円

【川　柳】しまね文芸フェスタ2014島根県川柳大会
〔会　　場〕あすてらす　ホール
〔時　　間〕13：00～16：30（出句締切13：30、開会14：15、披講14：30）
〔投 句 数〕各題2句
〔兼　　題〕「鈴」「漁」「宇宙」「心」「違う」「見える」「明るい」
〔参 加 費〕1,000円
〔欠席投句の送付先〕〒693-0006　出雲市白枝町423
　　　　　　　　　　伊藤玲子あて   TEL（0853）23-3200
〔投句締切〕8月20日（水）必着
〔投 句 料〕1,000円（小為替可、切手不可）

【 詩 】現代詩の朗読会+詩話会
〔会　　場〕あすてらす　和室
〔時　　間〕13：00～16：00
〔内　　容〕①郷土の詩人・石村勝郎氏の詩歴と詩の紹介（洲浜昌三）
　　　　　　②参加者の自作詩の朗読・鑑賞と詩話会
〔朗 読 詩〕1人1～3編（下記まで送付すること）
〔送付締切〕9月6日（土）必着
〔送 付 先〕〒692-0014　安来市飯島町1842　山根方　川辺真あて
　　　　　　※当日作品持参の場合は30部を用意すること（A4版横向き・縦書き）

【散　文】島根県文学連盟・公開文学シンポジウム
〔会　　場〕あすてらす　特別会議室
〔時　　間〕13：00～16：00 
〔講　　師〕藤間元康 氏（郷土史家）
〔テ ー マ〕大田の文化を学ぶ
〔演　　題〕「郷土の誇り－棋聖・本因坊道策について」

●JR大田市駅の西隣（徒歩１分）。

●駐車台数（約80台分）に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

●路上駐車は、通行の妨げになりますので絶対にしないでください。

●バス等の大型車専用の駐車場はございませんので、ご了承ください。
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